
 

 
「星に願いを」 

星曼荼羅 ほし★まんだら① 

Star Mandalas 

●
 

星
曼
荼
羅
の
構
成
要
素
と
配
置 

 

 

星
曼
荼
羅
は
平
安
時
代
の
中
頃
に
創
案
さ
れ
た

仏
教
天
文
モ
デ
ル
で
す
。
密
教
が
重
視
す
る
「
北

斗
法
」
と
い
う
儀
礼
で
用
い
ら
れ
ま
す
。
「
北
斗

法
」
と
は
、
星
曼
荼
羅
の
中
心
尊
格
で
あ
る
「
一

字
金
輪
仏
頂
尊
［
い
ち
じ
き
ん
り
ん
ぶ
っ
ち
ょ
う
そ

ん
］
」
を
本
尊
と
し
て
「
北
斗
七
星
」
を
供
養
し
、

延
命
や
除
災
を
祈
願
す
る
儀
礼
で
す
。
現
在
も
節

分
に
際
し
て
密
教
寺
院
で
懸
用
さ
れ
ま
す
。 

I. 美術品にみる天文学 

★ 

星
曼
荼
羅
の
構
成
要
素
と
配
置 

星
曼
荼
羅
は
円
形
式
と
方
形
式
に
二
大
別
さ
れ

ま
す
。
こ
こ
で
は
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
方
形

作
品
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

方
形
式
は
一
般
に
、
三
重
院
つ
ま
り
三
重
の
区

画
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
内
側
か
ら
外
側

へ
、
内
院
、
第
二
院
、
第
三
院
と
し
、
上
を
北

に
、
画
面
の
右
を
東
に
配
当
し
て
い
ま
す
。 

内
院
：
中
央
の
須
弥
山
［
し
ゅ
み
せ
ん

］
（
仏
教

徒
が
信
じ
る
世
界
の
中
心
に
聳
え
る
と
い
う
山
）

上
に
一
字
金
輪
仏
頂
尊
を
配
し
、
そ
の
周
囲
に
北

斗
七
星
と
九
曜
［
く
よ
う
］
を
巡
ら
せ
ま
す
。 

第
二
院
：
黄
道
十
二
宮
（
太
陽
が
ひ
と
月
毎
に

巡
る
黄
道
上
の
星
座
に
基
づ
く
区
画
）
で
す
。 

第
三
院
：
二
十
八
宿
（
月
が
日
毎
に
変
え
る
宿

に
見
立
て
た
白
道
上
の
二
十
八
の
星
座
）
で
す
。 
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現存最古の方形星曼荼羅は平安時代後

期（12 世紀）に制作された久米田寺（大

阪府岸和田市）の所蔵品です。その構成

要素と配置は上図のとおりです。この構

成要素と配置の基本は、後世に制作され

た方形星曼荼羅にも踏襲されています。 
星曼荼羅 方形式 江戸時代 木版彩色

（個人蔵） 

 

夜空の星々は北天の中心である天の

北極の周囲を、一日に一回、反時計回

りに回転するように観測されます。 

一字金輪仏頂尊は構図全体の中心に

位置することから、宇宙の中心を象徴

していることが分かります。そのた

め、密教宇宙観の中心として、北極星

すなわち「こぐま座α星」を表現して

いるとの説があります。 

しかし、天の北極の位置に過去

1,000 年間、明るい星は存在していま

せん。「こぐま座α星」は現在、天の

北極の近くに観測されますが、歳差運

動（地球の自転軸の傾斜による“すり

こぎ”状の運動）により、天の北極の

位置は約 25,800 年周期で移動しま

す。今から約 14,000 年後は、七夕の

織姫星「ベガ」が天の北極の位置に接

近し、その頃、北極星と言えば「ベ

ガ」ということになるでしょう。 

一字金輪仏頂尊は天の北極そのもの

の象徴と考えられます。 



 

 

 

「星に願いを」 

星曼荼羅 ほし★まんだら② 

Star Mandalas 

 
 

 

方
形
星
曼
荼
羅
の
内
院
中
央
に
位
置
す
る
一
字
金
輪
仏
頂
尊
は
須
弥
山
上
に
着

座
す
る
不
動
の
表
現
で
す
。
長
期
的
に
観
測
す
れ
ば
移
動
す
る
こ
と
が
古
く
か
ら

知
ら
れ
て
い
た
い
わ
ゆ
る
北
極
星
で
は
な
く
、
移
動
し
な
い
北
極
そ
の
も
の
の
表

現
で
し
ょ
う
。
須
弥
山
は
大
海
か
ら
屹
立
し
、
二
龍
王
（
仏
法
を
守
護
す
る
蛇
族

の
尊
格
化
）
が
巻
き
付
い
て
い
ま
す
。
北
斗
七
星
は
中
国
風
に
表
現
さ
れ
、
柄
杓

形
の
柄
の
先
端
か
ら
二
番
目
の
武
曲
星
（
ミ
ザ
ー
ル
）
に
補
星
（
ア
ル
コ
ル
）
が

添
え
ら
れ
た
表
現
で
す
。
そ
の
周
囲
の
九
曜
は
、
日
月
と
五
惑
星
の
七
曜
に
、
日

月
食
の
原
因
と
な
る
架
空
の
天
体
と
し
て
羅
睺
と
計
都
を
加
え
た
も
の
で
す
。 

I. 美術品にみる天文学 
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★
二
十
八
宿
の
星
座 

角
宿
：
お
と
め
座
の

α

、
ζ

の
二
星
（
距
星
：α

V
ir

） 

亢
宿
：
お
と
め
座
の
λ

、
κ

、
ι

、
ψ

の
四
星
（
距
星
：κ

V
ir

） 

氐
宿
：
て
ん
び
ん
座
の
α

、
ι

、
γ

、
β

の
四
星
（
距
星
：α

L
ib

） 

房
宿
：
さ
そ
り
座
の
β

、
δ

、
π

、
ρ

の
四
星
（
距
星
：π

S
c
o

） 

心
宿
：
さ
そ
り
座
の
σ

、
α

、
τ

の
三
星
（
距
星
：α

S
c
o

） 

尾
宿
：
さ
そ
り
座
の
ε

、
μ

、
ζ

、
η

、
θ

、
ι

、
κ

、
λ

、
υ

の
九
星
（
距
星
：μ

S
c
o

） 

箕
宿
：
い
て
座
の
γ

、
δ

、
ε

、
η

の
四
星
（
距
星
：γ

S
g
r

） 

斗
宿
：
い
て
座
の
μ

、
λ

、
ψ

、
σ

、
τ

、
ζ

の
六
星
（
距
星
：ψ

S
g
r

） 

牛
宿
：
や
ぎ
座
の
α

、
β

、
π

、
ν

、
ο

、
ρ

の
六
星
（
距
星
：β

C
a
p

） 

女
宿
：
み
ず
が
め
座
の
ε

、
μ

、
5

、
3

の
四
星
（
距
星
：ε

A
q

r

） 

虚
宿
：
み
ず
が
め
座
の
β

星
と
、
こ
う
ま
座
の
α

星
と
の
二
星
（
距
星
：β

A
q

r

） 

危
宿
：
み
ず
が
め
座
の
α

星
と
、
ペ
ガ
ス
ス
座
の
θ

、
ε

の
三
星
（
距
星
：α

A
q

r

） 

室
宿
：
ペ
ガ
ス
ス
座
の
α

、
β

の
二
星
（
距
星
：α

P
e
g

） 

壁
宿
：
ペ
ガ
ス
ス
座
の
γ

星
と
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
の
α

星
の
二
星
（
距
星
：γ

P
e
g

） 

奎
宿
：
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
の
ζ

、
η

、
β

、
μ

、
ν

、
M

31

、
32

、
π

、
σ

、
ε

と
、 

う
お
座
の
ψ

、
φ

、
υ

、
τ

な
ど
十
六
星
（
距
星
：ζ

A
n

d

） 

婁
宿
：
お
ひ
つ
じ
座
の
α

、
β

、
γ

の
三
星
（
距
星
：β

A
ri

） 

胃
宿
：
お
ひ
つ
じ
座
付
近
の
35

、
39

、
41

の
三
星
（
距
星
：3

5
A

ri

） 

昴
宿
：
お
う
し
座
の
η

星
を
中
心
と
す
る
プ
レ
ア
デ
ス
星
団
（
距
星
：1

7
T

a
u

） 

畢
宿
：
お
う
し
座
の
ε

、
δ

、
γ

、
λ

、
71

、
θ

、
α

な
ど
八
星
（
距
星
：ε

T
a
u

） 

觜
宿
：
オ
リ
オ
ン
座
の
λ

、
ψ1

、
ψ2

の
三
星
（
距
星
：ψ

1
O

ri

） 

参
宿
：
オ
リ
オ
ン
座
の
δ

、
ε

、
ζ

、
α

、
γ

、
β

、
κ

の
七
星
（
距
星
：δ

O
ri

） 

井
宿
：
ふ
た
ご
座
の
μ

、
ν

、
γ

、
ξ

、
ε

、
36

、
ζ

、
λ

の
八
星
（
距
星
：μ

G
e
m

） 

鬼
宿
：
か
に
座
の
η

、
θ

、
δ

、
γ

の
四
星
（
距
星
：θ

C
n

c

） 

柳
宿
：
う
み
へ
び
座
の
θ

、
ω

、
ζ

、
ε

、
δ

、
σ

、
η

、
ρ

の
八
星
（
距
星
：δ

H
ya

） 

星
宿
：
う
み
へ
び
座
の
ι

、
τ1

、
τ2

、
α

、
27

、
26

を
含
む
七
星
（
距
星
：α

H
ya

） 
張
宿
：
う
み
へ
び
座
の
κ

、
υ1

、
μ

、
ψ1

の
四
星
（
距
星
：υ

1
H

ya

） 

翼
宿
：
コ
ッ
プ
座
の
θ

、
ε

、
δ

、
γ

、
α

、
λ

、
ζ

、
β

の
八
星
と
、
ろ
く
ぶ
ん
ぎ
座
41

 
星
と
、
う
み
へ
び
座
の
ν

、
χ

な
ど
二
十
二
星
（
距
星
：α

C
ra

） 

軫
宿
：
か
ら
す
座
の
γ

、
ε

、
β

、
δ

の
四
星
（
距
星
：γ

C
rv

） 

 

 

● 

星
曼
荼
羅
の
構
成
要
素
と
配
置
の
誤
り 

星曼荼羅の構成要素を円相の内部に表現

し、それが何を意味するのか、円相に近接

させた文字で示す版画作品です。 

 江戸時代になると、星々の列次について

の知識に混乱が生じ、誤った表現や名称が

見られるようになります。 

 本図の場合も、二十八宿の列次と名称に

誤りがあります。 

 方形星曼荼羅は下方が南に配当され、そ

の七宿の右側三宿は本来、左から右へ「張

宿」「翼宿」「軫宿」でなければなりませ

んが、本図では「亢宿」「氐宿」「角宿」

と誤った表記になっています。 

星曼荼羅 方形式 江戸時代 木版 

（個人蔵） 

 

第
二
院
の
黄
道
十
二
宮
は
西
洋
占
星
術
で
重
視
さ
れ
、
星
曼
荼
羅
が
西
洋
占
星

術
の
強
い
影
響
下
に
創
作
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
密
教
の
宇
宙
観
と

星
曼
荼
羅
制
作
の
背
景
に
な
っ
た
重
要
経
典
に
『
宿
曜
経
［
す
く
よ
う
き
ょ
う
］
』
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
経
典
は
平
安
時
代
初
期
に
空
海
が
請
来
し
て
い
ま
す
。 

 

第
三
院
の
二
十
八
宿
は
天
空
を
距
星
と
い
う
基
準
星
を
も
と
に
二
十
八
区
画
に

不
等
分
分
割
し
た
も
の
で
、
イ
ン
ド
と
中
国
で
発
達
し
ま
し
た
。
中
国
で
は
四
分

し
て
七
宿
ず
つ
方
位
を
守
護
す
る
霊
獣
に
配
当
し
ま
し
た
。
青
龍
（
東
）
、
朱
雀

（
南
）
、
白
虎
（
西
）
、
玄
武
（
北
）
が
そ
れ
ぞ
れ
七
宿
に
対
応
し
ま
す
。 


